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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,300 70 70 60 2.91

今回発表予想(B) 3,750 80 80 70 3.44

増減額(B-A) △550 10 10 10

増減率(%) △12.8 14.3 14.3 16.7

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

4,001 28 36 20 0.96

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,650 230 210 210 10.18

今回発表予想(B) 8,150 230 210 210 10.32

増減額(B-A) △500 0 0 0

増減率(%) △5.8 0.0 0.0 0.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

7,881 195 209 350 17.01

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,200 60 60 50 2.42

今回発表予想(B) 3,680 70 70 65 3.19

増減額(B-A) △520 10 10 15

増減率(%) △12.4 16.7 16.7 30.0

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

3,929 37 51 44 2.16

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,500 200 200 200 9.70

今回発表予想(B) 8,000 200 200 200 9.82

増減額(B-A) △500 0 0 0

増減率(%) △5.9 0.0 0.0 0.0

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

7,739 225 248 349 16.93



修正の理由 

 当第２四半期連結累計期間において、急速に進んだ円高の影響は避けられず、カプセルの受託においては前年比の約
８割と苦戦し、売上高は前回公表比12.8％減となる見込みです。しかし、利益面では宣伝販促活動の効率化と販売一般管
理費の削減により、営業利益、経常利益、純利益は公表比増となりました。 
 通期の業績予想におきましても、依然として厳しい経営環境は続くものと思われ、カプセル受託および健康食品分野では
苦戦が強いられる予想ですが、インフルエンザ流行に対応した感染予防新商品を投入したことによる売上増も見込まれ、
第３四半期、第４四半期の売上は回復するものと見込まれ、連結・個別において通期売上高は当第２四半期連結累計期間
の減少額程度と予想されます。利益については当第２四半期連結累計期間で前回公表比を上回っていますが、来季に向
けて新しい仁丹の先行プロモーションもあり、連結・個別各々において通期の利益は前回公表比並みとなる見通しです。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今
後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

  
以 上


